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習志野市教育委員会会議録  

（平成１７年第１２回定例会）  

 

１  期     日    平成１７年１２月２１日（水）  

              習志野市教育委員会事務局大会議室  

              開会時刻   午後３時００分  

              閉会時刻   午後５時３５分  

 

２  出席委員  委員長          吉 村 博 与 

 委  員          栗 原 伸 夫 

委  員          小 泉 俊 雄 

委  員          青 木 克 己 

委  員          松 盛  弘 

 

３  出席職員  副教育長         西 原 民 義 

教育総務部長       小 滝 益 夫 

学校教育部長       由 比 ケ 濱  勤 

生涯学習部長       小 林 伸 二 

学校教育部参事      大 和 田  泰  雄 

学校教育部参事      渡 辺 伸 治 

教育総務部次長      志 村  豊 

学校教育部次長      柴 田 史 香 

生涯学習部次長      髙 山 幸 男 

教育総務部副技監     鈴 木 知 行 

学校教育部副参事     山  﨑  敏  雄 

学校教育部副参事     鶴  岡    智 

生涯学習部副参事     奥 平 純 一 

学校教育課長       大 友 秀 雄 

指導課長         倉 光 正 力 

生涯スポーツ課長     三 村 秀 則 

青尐年課長        吉 田 信 博 

青尐年センター所長    小 柳  茂 

教育総務部・学校教育部主幹  野 中 良 範 

学校教育部主幹      鈴 木  博 

生涯学習部主幹      髙 柳 英 昭 

生涯学習部主幹      及 川 隆 志 
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４  会議内容  

委員長が 

平成１７年習志野市教育委員会第１２回定例会の開会を宣言。 

 

委員長が 

 会議規則第１５条の規定により、議案第５０号及び協議第１号について非公開とすることについ

て諮り、全員異議なく非公開と決定された。 

 

 委員長が 

議案第５０号及び協議第１号について、協議第２号の後に審議することについて諮り、全員異議

なく提案どおり決定された。 

 

 委員長が 

平成１７年第１１回定例会会議録について承認を求め、全員異議なく承認された。 

 

協議第２号 次回教育委員会の期日について協議し、平成１８年１月２５日（水）午後３時に決定

された。 

 

４ その他 

 

＜アスベスト対策について＞ 

 

教育総務部副技監が 

 平成１７年１２月１４日にアスベスト等対策委員会の報告において、公共施設２０２施設の中で

アスベストが含まれているおそれのある吹付け材使用施設が６０施設あり、アスベストを含んでい

るのが１７施設であった。教育委員会においては、９施設においてアスベスト含有が確認された。

その内容は、実籾小学校の階段天井が大気環境調査、含有調査とも不検出。ここでいう不検出とは

定量下限値の０.３本／リットル未満である。東習志野小学校のＢ棟階段室天井も同様に不検出。

袖ヶ浦東小学校の展示ＳＬの大気環境調査では不検出、含有は釜の中が６.７％であった。香澄小

学校の階段天井、給食室天井裏は大気環境調査、含有調査とも不検出。第三中学校の体育館のアリ

ーナ天井折板裏は大気環境調査では不検出、含有は４５％。第四中学校の体育館のアリーナ天井折

板裏は大気環境調査では不検出、含有は６７.９％。第五中学校の空調機械室天井壁は大気環境調

査では不検出、含有は２７.３％。第六中学校の３階階段天井は大気環境調査、含有調査とも不検
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出、卓球場天井は大気環境調査では０.４本／リットル、含有は不検出、アリーナ天井折板裏は大

気環境調査では不検出、含有は８％。第七中学校の体育館のアリーナ天井折板裏は大気環境調査が

不検出、含有は３８％であった。 

 各校園長へは臨時校園長会議を開き報告をし、１２月１９日に対象となった学校から保護者に対

して文書により報告をした。今後は１％以上のアスベストを含有するものについては撤去する予定

であり、今年度、袖ヶ浦東小学校、第五中学校については撤去作業に入る予定である。中学校４校

の体育館については耐震補強や大規模改修工事に併せて撤去していく、と説明。 

 

 委員が 

 大久保第二保育所は、多くの部屋でアスベスト含有が確認されているが、撤去する時に保育所を

閉鎖するのか、と質問。 

 

 学校教育部参事が 

 ２．５％という含有率ではあるが、５００㎡と広い範囲でアスベストが含有されていることが確

認されている。大気環境調査は不検出だが、できるだけ早くに工事に着手する予定である。工事に

あたっては、敷地内にプレハブを建てて、そこと遊戯室で保育を行う予定である。いろいろな事前

準備があるため、工事期間は５月から８月初旬までの約２ヶ月を予定している。先日、保護者の方

にも説明会を開いて了解をいただいた、と回答。 

 

 委員が 

 よろしくお願いしたい、と発言。 

 

 委員が 

 平成１９年度に第六中、第七中が大規模改修工事の予定だということだが、この間、定期点検は

行われるのか、と質問。 

 

 教育総務部副技監が 

 工事を行うまでの間は大気環境調査や目視調査を定期的に行う。大気環境調査は最低でも半年に

１回は実施したいと考えている。これらのアスベストについては、固めて貼り付けされたもので、

通常では浮遊することは尐ないが、施設の老朽化もあるので、今後、早い時期に撤去をしたいと考

えている。しかし、単独の工事では補助金が出ないため、撤去にあたっては、耐震補強工事を含め

た中で実施していくことを考えており、すでに県に対して補助金申請をしてある、と回答。 

 



 4 

 委員が 

 明らかにアスベストが含まれていると分かっているので、撤去をお願いしたい、と発言。 

 

以上、説明内容について了解された。 

 

＜議案第５０号及び協議第１号は非公開＞ 

 

議案第５０号 平成１８年度教育費当初予算案について            （企画管理課） 

 

教育総務部次長が概要を説明。 

 

質疑の後、採決の結果、議案第５０号は原案どおり可決された。 

  

協議第１号 子育ち子育て支援体制整備計画（素案）について 

 

 教育総務部・学校教育部主幹が概要を説明し協議を行った。 

  

 

 

 


